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　．である・2号塘開発初期で鉱攣算定に至らない。

．の・　5．現況其の他

　　事業主　ヤマカ製陶所

！　　　　　　　　　　III・紫田高蜂鑛山　一

　　L　位潭及び交遍　　　．　　　・　・

　　苗木駅北東3km，現場まで馬車を通ずる。

　　2．鑛　床　一　・　　t、
　　約50mをへだて3本卒右するアプライ．ト脈で走向

　　N300W・直立である0／坑は細脹で掘りつく・されている。

’　2坑は幅4～5甲，延長50撃60mに及ぶアプライト1（「長

　　石』として良質でなのの脈の中央部にカオリン化した部

　曳分解あるグ小輝模で稗行贋値に乏し％3坑は幅1篤・
　　延長10m颯上と見られるアプライト「艮石」脈で苗木高．

　　峰鉱山の2坑と全く類似している。牛露天掘。

　　3．鑛　石
　　カオリンは良質のよ’うであるが，殆んど採掘するに値

　Pする量が見られない9長石は苗木高峰鉱山のものと同様

　　の風化したアプラィト質で石英ぽ少く（20％狸度〉不純物

　　も少いQ

　　4。鑛　量
　　第2坑のアプライトはやX大きいので下部で良質とな
　　1れば相当量見込み得る。

　　5．現況其の他
　　休山中，事業主　瀬戸市柴田商店

　　　　　　ヤ　　　　　　　IV．　糸吉　　・　言　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧

1．長　石
井汲鉱山の長石はペグマタイト質の良質のものである

が，残鉱が少い。ぐの他のア！ライ筆質風化丁長石」億

風化の度合がまちまちで，叉不純分の勢・所は必ずしも

　　　　レ大量のまとまづたものでないので，地方的原料として以

上の重要性はないo　．

　2．カオリン
　部分的に良質であるが量的には至く期待出来ない。今

後詳細な地表探鉱を行えば，いくつかの小鉱体はこれを

発見し得る’ものと見られるが，全國的需要の対象として

、の事業が成立するものの発見は期待薄であろう。しかし

・地方的自家用原料として小規模lg採掘するのは，意昧がー

充分認められる。』

「なお，共立窯業原料会斌による焼成（SK13）試験結果

は次の通り。．　　・　　　　　　　●
　1。芽汲鉱山特選長石（ペグ々タイト質）

　白色孚透明に熔解する。鵜色の汚れがあり，大量に揃

えば研究贋値はある。

　20同上1号長石　（アプライト質上鉱）
’
褐 色の汚れ砂ある白色孚透明に熔融した。

　3。　同上風化長石　（アプライト質下鉱）

　帯黄白色の不熔物参多数混在する白色に熔融する。黒

褐質が多数混在する。

　4。，苗木高峰鉱山白土　（カオリン原土）

　粘力が劣る，黒色ネズミ色物の混在する蚕白色に焼上

る6や玉不均質で呈色は劣るが，精製すればよくなるで

あろう。　‘

5。同上排土

粘力が劣る。褐点多数混在する自色白色熔融物の混

在があり，不均質で良好ではない。．

o
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幅島縣、口太山白珪石・長右鉱床に就て
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昭和24年4月13日，編島縣口太山白珪石，長石鉱床

　　ワを覗察する機会があつたので，その結果を発表する。．

1。位置・・交逼・運搬　　　、〆

編島縣伊達郡大綱木村境木の官有地内にあり・、．川俣駅

の南方約6kmに位する。蓮搬は画元軽索200m，木緯　，

（1回約1／2t）道1・6km，及びトラック6kmで川俣駅に至

る◎
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2・地質・鑛床
阿武隈川東崇の花崩岩地帯で，1やk片朕を呈する黒雲
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∫母花嵩岩よりなり，著しく変質した優黒質の岩脈が多数

．之を貫いているQ

　鉱床1ま花闘岩中のペグマタイトで，、口太山（842切の

西斜面約600mの地点にあり，本地方のペグマタイトと

しては最高所に存在するもの～様である。いわゆる川俣

の尽グマタイト群は北方約10k控1に，叉戸沢村のベグマ、

穿イト群は南方4kmにあり，叉口太山周辺にはなおい

　くつかのペグマタイトの存在が知られている。鉱床は3

個のペグマタィ’トよりなるものと見られる。

　イ）第玉院西向の傾斜面に存在する露天掘跡で・

喧径10m弱の白珪石の露出とその下方約5mにある探
鉱坑内において白珪石が見られる。上方掘跡では北東端

に約1．mの幅で長石・珪石混交帯が見られ・花嵩岩に移

行している。

　珪石は良質であるが，長石質のものは現在の所稼行贋

1値ある部分は認められない。

　口）夢、第2境　第1坑の南西約30m，⑳余下方に存在

する小露天掘跡で，調査当時鉱石は見られなかつた。・’

　ハ）第3坑第1坑の西方約8，m，約30m下方に
存在する。当時の朕況では鉱体の物規模は明らかでな

いが，坑内の歌況は，中央部，南壁及び北壁に直立の黒雫・・

母の集合体から成る薄い黒雲母帯があつて，母岩への移

　化が推定され，．この部分の鉱体の厚さは2～4mであるo

　坑内西牛は，南へ25。’約15mの斜坑で，その上方西．

　　　　　　壁及び引立に長石の発達が見られる外ほ
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第2図　口太山白珪石長石鉱床第3坑坑内図

噸

25

良質珪石帯の中を進んでいるo坑内東孚

は繰く，，上り坑に奪り東南の方向に鉱体

が膨らみ，その南壁は長石の発達が著し，

いo

　、坑内に於ては直按母岩に接する部分は

見られず，長石叉は黒雲母の存在によっ『

て鉱体周辺を推定し，石英の次紫色化に

より長石帯に近いこと塗推定するに過ぎ一

ないが1以上の坑内歌況から次のよ5な．

　　　ヘタ3つの場合を予想し得る。　　　　、、

　10坑内西牛，東牛を2つの鉱体にわ

けて考え，夫々独立の塊獣鉱体と見なすo

　も2。南西に落一した薄いレンズ歌鉱体と！

見る。

　3。『中央の黒雲母体を鉱体内に取り込
　ゆ

まれた母岩の名残と見なして，この部分

　を含めて，南酉に落した厚いヒンズ叉は

一塊状の鉱体と考えるσ、　・　●

　1。の場含には鉱床は小規模なもので，

　大きな鉱量は期待出来ないが・2030の場

〆
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　　合を考慮すれば，，そのいづれの場合に輸坑内南西端の

　　最深部を中心とする探鉱による鉱体の形と規模とを明か

　　’にする必要がある。1　　甲，　　　’　・、　！

　　　　　　　　　3．鑛　石

　　　イ）白珪石純白色牛透明質で殆んど汚れが見られ’

　　ない優良のものである。長石に近ずけば友色を呈する

　　が，F現在このような部分ほ全体の10’》20％程度である。

　　　概ね光学30％特選50％程度に選別し碍るものと見込

　　まれる。

　　・！戸）長石淡友色のカリ長石を主とし，所々に白色

　　ツーダ長石を混えている。割目に滑い白雲母の薄暦を俘

　　うが，これほ一→般に長石鉱石には常に俘うものであつ

　　て，特に欠点とは云えないQ水洗手選鉱を充分に行えば，

　　締0％鱒澤して醐レ得る・

　　　　　　　　，4・鑛　量
　　　イ）第1坑，・

　　　　1。、珪石・・一約1×1鰍…・（予想）　　　　ガ

　　　　20長石…・珪石の周辺に存在が予想されるが鉱量，
、

　　　算定に…至らない。

　　　宣）第2坑　，

　』，鉱量算定の基礎がないσ

　　　ハ）第3坑

　　　〔註〕　中央部黒雲母幣を鉱体内の母岩の名残と考え，

　，　　　・更にあついレンズ歌鉱体を予想すれば，鉱量は更

　　　　に増’加するo

　　10珪石…・約2×103t

　　2φ長石・…珪石の周辺部に数百屯予想し得るd

　　　　　　5．現況其の｛也
　　　　　　　ノ　約15年前に開発され，昭和23年より口太山鉱業所

（田村忠義，中央区百本橋通3め7〉の経営となり，新た

に木権道L6km軽索200血を距設じ，再開準備中で為
る。

亀労務者約20名，特に見る可き設備はない。

、調査当時の生産原贋としては，木醗（300円！t）及びカ’

マス代（150円！t）が犬きな割含を占めているが』省営ト

ラックを安儂に使用出来るゐで，償却輩を除けば採算は

取わ得る。

　　　　　　　61結　 言、

　本鉱床は縣内ペグマタイト鉱床の中でも特に珪石の晶

位優良であり，長石も贔位の点で他に劣らない臭質のも・

Fのである。開発状況は若く，且？鉱量も比較的まとまつ

たものと云え，、今後め探鉱開溌が期待される。　　　　。

　欠点≧し宅は蓮搬が極めて不便で特に木構1ジ600mに

依らねばならぬのは大きな欠点である。現在の膀では珪

石70t／月，長石20’》30tノ月程度が限度と見られる。

　今後の方針としては第1坑の露天掘を速かに養手する

事，及び第3坑の深部を中心としての探鉱及び東南側の　　・

長石帯の掘進を第一とすべきである6、

現在の所永洗選鉱場の設備がないが，軽索下に之を設

備する事が望ましい。『
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　　　　　　1．緒　言
　“肘折カオリン”は昭和12年末頃がら陶磁認原料用r

の原土として開発され，昭和18年頃東京碍子工場にも

出荷したと云われている鴻未だ本確的な開発稼行は行・

われて～・ないる，戦後再び本カオリ ンが注目されるに至
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